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事業計画の項目 事業計画の内容 内容の変更有無 変更後の内容 進捗状況
【２．今後の方針】

①地域において今後担うべき役割

当院は療養・回復治療を必要とする患者様が多く、平成30年6月からの入院患者の転
院勧奨の際には⻑屋病院などの他の病院へ依頼せざるを得ない事が多々あり、地域にお
ける療養入院に対する要請は高く、やはり入院病床を保持することに意義があると判断
しています。
一方、病棟を再開するにあたっては回復期機能を備えた形で療養環境を提供することが東三河南部構想
区域に貢献することであると考えています。
そこで、耐震基準やスプリンクラー設置などを含めた自院における諸課題を解決するよりも、当院が保
持する38床を他の医療機関で活用していただき、自院は在宅医療を中心とした地域医療の充実に力を注
ぐことで地域の要請に応えることが建設的であると考えるようになりました。
現在旧知の間柄で信頼関係があり、回復期機能の充実と在宅後方支援病院としての充実を計画している
（医）善恵会に協力・支援を含めた事業譲渡を2019年度中に予定しています。

無 ― ―

②今後持つべき医療機能
譲渡後は、地域医療構想における東三河南部地域で回復期病床が不足すると推計されているため、在宅
医療を担うことで回復期の充実に貢献できればと考えています。

無 ― ―

③その他見直すべき点  在宅医療の充実を図るため、職員研修を⾏ない訪問看護や⻭科の在宅医療を⾏える体制を整える。 無 ― ―
【３．具体的な計画】 ― ―
①４機能ごとの病床のあり方について
(今後の方針）

無 ― ―

①４機能ごとの病床のあり方について
(年次スケジュール）

無 ― ―

②診療科の見直し 現状のところ、診療科の見直しは予定していない。 無 ― ―

事業計画（プラン）より抜粋 令和2年1月内容照会の結果


